



































寄与』を書いた 1791 年から 1794 年を第一として、それからゲーテ色彩論の中心的著書『色彩論の









































































































く調和した色彩に彩られていたからだ」(WA II, 1, S. 35)




































































































































































うなものである」(WA II, 1, S. 314)といわれる。赤は「真摯さと品位、慈愛と優美さの印象を与える」
184　　ゲーテ色彩論の特徴的主題




































































WA Goethe, Johann Wolfgang von, Goethes Werke. Herausgegeben im Auftrage der Großherzogin Sophie 
von Sachsen, H. Böhlau, Weimar, Abtlg. I-IV. 133 Bände in 143 Teilen. 1887–1919.
186　　ゲーテ色彩論の特徴的主題
註1 このプリズムを使った光学実験が行われた時期については他の説があり、1791 年ではなく 1790 年 1 月
に行われたとする研究もある。ゲーテ『色彩論 』第一巻、工作舎、1999 年、p. 630ff の前田富士男の論
争編解説を参照。
2 Vgl. WA II, 1, S. 29f.
3 Cf. Mario Vegetti, Historiographical strategies in Galen’s physiology (De usu partium, De naturalibus 
facultatibus）. In: Philip J. Van der Eijk （Hrsg.）, Ancient Histories of Medicine. Essays in Medical Doxography 
and Historiography in Classical Antiquity, Brill, Leiden, 1999, S. 383-395.
4 影の色彩は二つの異なる色彩の光源によって照らされることによって起こる現象である。
5 Olaf Müller はゲーテの物理的色彩が果たした成果、孕む問題、対立するニュートン光学との関連等を詳
















（WA II, 3, S. 109）。
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